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中
央
労
福
協
は
、
2
0
0
7
年
10
月
以
降
、

2
0
0
6
年
12
月
に
成
立
し
た
改
正
貸
金
業
法
の
成

果
を
踏
ま
え
、
主
と
し
て
、「
利
息
制
限
法
」
を
広

く
周
知
し
、「
借
金
の
解
決
は
必
ず
で
き
ま
す
。
払

い
過
ぎ
た
利
息
は
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
！
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
多
重
債
務
者
救
済
を
中
心
と
し

た
〝
気
づ
き
〟
の
運
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
2
0
0
9
年
4
月
か
ら
は
労
働
金
庫
に
協
力

要
請
し
て
、「
第
2
次
気
づ
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

展
開
し
、
県
労
福
協
、
長
野
労
金
に
お
い
て
は
現
在

も
継
続
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
多
重
債
務
者
救
済
運

動
を
継
続
し
つ
つ
、
今
年
6
月
に
実
施
さ
れ
た
改
正

貸
金
業
法
完
全
施
行
を
受
け
、
具
体
的
な
内
容
の
理

解
を
は
じ
め
、〝
完
全
施
行
〟
に
伴
う
「
サ
ラ
金
お

よ
び
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
等
の
消
費
者
金

融
」（
以
下
、
消
費
者
金
融
（
サ
ラ
金
等
）
と
い
う
）

の
利
用
者
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
高
金
利
か
ら
の
借

り
換
え
の
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

高
金
利
か
ら
の
借
り
換
え
の
具
体
的
な
方
針
は
、

労
働
金
庫
に
協
力
を
仰
ぎ
「
多
重
債
務
者
と
は
一
線

を
画
し
、
消
費
者
金
融
（
サ
ラ
金
等
）
3
社
程
度
で

且
つ
1
5
0
万
円
程
度
の
比
較
的
取
引
の
短
い
利
用

者
」
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
多
重
債
務
」

に
苦
し
む
方
と
違
い
、
そ
の
認
識
も
な
く
、
月
々
の

支
払
い
も
あ
ま
り
負
担
を
感
じ
て
い
な
い
方
に
〝
気

づ
き
〟
を
訴
え
る
の
で
す
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
し

た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
県

内
各
地
区
労
福
協
で
は
福
祉
事
業
団
体
（
労
働
金
庫
・

全
労
済
）、
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し

て
ク
レ
・
サ
ラ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
何
で
も
相
談
会

の
実
施
、
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
の
講
演
会
な
ど
を
計
画

し
、
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

労
働
金
庫
へ
の
借
り
換
え
が
で
き
れ
ば
、
確
実
に

家
計
の
可
処
分
所
得
は
向
上
し
ま
す
。
こ
こ
で
特
に

大
切
な
の
は
、
消
費
者
金
融
（
サ
ラ
金
等
）
の
返
済

が
、
い
ま
は
家
計
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
で
は
な
く

て
も
将
来
的
に
は
重
い
負
担
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
と
い
う
事
実
で
す
。
そ
れ
は
消
費
者
金
融
（
サ

ラ
金
等
）
の
金
利
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。
改
正
貸
金

業
法
の
完
全
施
行
に
よ
り
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
が
撤

廃
さ
れ
た
と
は
い
え
消
費
者
金
融
（
サ
ラ
金
等
）
の

金
利
は
ま
だ
ま
だ
高
く
、
い
ま
は
多
重
債
務
の
状
況

で
は
な
く
て
も
多
重
債
務
者
を
生
み
出
す
大
き
な
要

因
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
さ
ら
に
は
、
年
収
の
３

分
の
１
を
超
え
る
貸
付
は
禁
止
さ
れ
る
と
い
う
総
量

規
制
で
す
。
例
え
正
常
に
返
済
を
行
っ
て
い
る
債
務

者
で
あ
っ
て
も
、
総
量
規
制
の
影
響
を
ま
と
も
に
受

け
る
こ
と
に
な
り
、
特
に
返
済
金
を
借
入
れ
で
調
整

し
て
い
る
（
い
わ
ゆ
る
〝
自
転
車
操
業
〟 

）
人
に
と
っ

て
は
一
気
に
多
重
債
務
者
と
し
て
表
面
化
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

第
1
次
「
お
金
の
問
題
、
気
づ
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

で
は
、
多
重
債
務
者
の
相
談
・
救
済
に
力
を
入
れ
て

取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
組
合
員

の
中
に
は
今
も
高
金
利
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が

ら
、
延
滞
も
し
な
い
で
真
面
目
に
支
払
を
続
け
て
い

る
人
が
、
少
な
く
と
も
92
万
人
強
い
る
と
推
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
も
、
こ
の
内
、
少
な
く
と
も
10
年

以
上
延
滞
も
せ
ず
支
払
い
を
続
け
て
い
る
人
が
33
万

人
（
法
的
に
は
す
で
に
債
務
が
終
了
し
て
過
払
金
が

見
込
ま
れ
る
人
）
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
消

費
者
金
融
（
サ
ラ
金
等
）
3
社
の
利
用
層
に
限
定
し

て
み
る
と
、
高
い
金
利
を
せ
っ
せ
と
支
払
っ
て
い
る

人
は
何
と
約
74
万
人
。
こ
の
数
に
は
、
家
族
の
利
用

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
を
含
ん
で
い
ま
せ

ん
か
ら
、
実
数
は
も
っ
と
多
く
な
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
第
2
次
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
こ
の

92
万
人
に
対
し
て
「
高
金
利
か
ら
の
解
放
」
を
訴
え
、

更
に
利
用
が
3
社
程
度
で
延
滞
の
な
い
組
合
員
約

74
万
人
に 

〝
高
金
利
切
り
換
え
へ
の
気
づ
き
〟
を
訴

え
て
い
き
ま
す
。（
次
頁
の
表
参
照
）

　

今
回
は
「
お
金
に
関
す
る
気
づ
き
」
の
た
め
の
特
集
号
で
す
。
６
月
に
改
正
貸
金
業
法
が
完
全
施
行
さ
れ
消
費

者
金
融
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
事
情
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
特
に
現
在
ご
利
用
中
の
方
は

こ
れ
を
キ
ッ
カ
ケ
に
高
金
利
か
ら
の
借
換
え
を
検
討
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
近
い
将
来
予
想
さ
れ
る

「
消
費
税
の
増
税
」
な
ど
に
備
え
、
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
を
利
用
し
て
い
な
い
方
も
含
め
、
家
計
の
見
直
し
等
に
よ
り

余
分
な
出
費
を
抑
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

労金活動職場体験実習

「
気
づ
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」実
施
中
！

組
合
員
74
万
人
が
高
金
利
利
用
者

高
金
利 

消
費
者
金
融（
サ
ラ
金
等
）か
ら
の
借
り
換
え
運
動



　

今
日
は
手
持
ち
が
な
い
か
ら
1
〜
2
万
円
を

キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
…
…
よ
く
あ
る
光
景
の
よ
う
で

す
が
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
。『
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ

は
借
金
で
す
』
そ
の
金
利
は
い
く
ら
か
知
っ
て

い
ま
す
か
?

　

こ
れ
ま
で
カ
ー
ド
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
の
金
利
は

年
率
25
〜
29
%
台
と
い
う
超
高
金
利
で
し
た

が
、
お
お
む
ね
7
〜
18
%
に
下
が
り
ま
し
た
。

06
年
に
「
貸
金
業
法
」
が
改
正
さ
れ
、
出
資
法

の
上
限
金
利
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
た
め
で
す
。

銀
行
系
、
信
販
系
、
流
通
系
な
ど
の
カ
ー
ド
も

金
利
に
大
き
な
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
下
が
っ
た
と
は
い
え
年
18
%
は
高
金

利
。
ま
し
て
や
小
口
の
カ
ー
ド
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ

は
15
〜
20
%
と
高
利
で
貸
し
、
延
滞
し
た
場
合
、

い
ま
だ
に
違
法
金
利
で
営
業
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

　

金
利
を
規
制
す
る
法
律
に
は
出
資
法
と
利
息

制
限
法
の
2
つ
が
あ
り
ま
す
。
本
来
、
利
息
制

限
法
を
超
え
る
金
利
は
違
法
の
は
ず
で
す
が
罰

則
規
定
が
な
い
た
め
、
消
費
者
金
融
や
カ
ー
ド

会
社
は
ふ
た
つ
の
法
律
の
間
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン

と
よ
ば
れ
る
金
利
で
営
業
し
、
高
収
益
を
あ
げ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
金
利
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
が
多
重
債
務
間
題
（
ク
レ
サ
ラ
問
題
）
の

原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
金
利
が
借
金
を
雪
だ
る
ま
式
に
ふ
く
ら
ま

せ
、
多
重
債
務
者
や
白
己
破
産
者
を
生
み
社
会

問
題
化
し
た
た
め
、
06
年
12
月
に
改
正
貸
金
業

法
が
公
布
さ
れ
、
10
年
6
月
に
完
全
施
行
、
よ

う
や
く
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
が
撤
廃
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
で

払
い
過
ぎ
た
利
息
は
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

改
正
貸
金
業
法
の
も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
改

正
点
は
『
総
量
規
制
』
で
す
。
つ
ま
り
、
借

り
過
ぎ
を
防
ぐ
た
め
年
収
の
3
分
の
1
を
超
え

る
金
額
の
貸
し
出
し
を
原
則
禁
止
し
た
こ
と
で

す
。
専
業
主
婦
の
場
合
、
夫
の
年
収
の
3
分
の

1
以
上
は
借
り
る
こ
と
が
で
き
ず
、
夫
の
収
入

証
明
書
と
同
意
書
の
提
出
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

総
量
規
制
に
よ
っ
て
新
た
な
借
金
が
で
き
な

く
な
る
人
は
現
状
を
見
直
す
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

ヤ
ミ
金
業
者
に
走
ら
な
い
で
債
務
を
整
理
し
ま

し
ょ
う
。

　

借
金
す
る
こ
と
は
簡
単
で
す
が
、
高
金
利

は
ボ
デ
ィ
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
生
活
を
圧
迫
し
ま

す
。
ど
う
し
て
も
借
金
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
ら
、
ま
ず
金
利
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
あ
な
た
が
会
社
員
な
ら
、社
内
融
資
や
〈
ろ

う
き
ん
〉、
銀
行
の
小
口
融
資
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
ょ
う
。
銀
行
や
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
定
期
預

金
が
あ
れ
ば
解
約
せ
ず
に
自
動
融
資
が
受
け
ら

れ
、
保
険
契
約
が
あ
れ
ば
保
険
料
に
応
じ
て
保

険
会
社
か
ら
一
時
的
に
融
資
し
て
も
ら
う
こ
と

も
可
能
で
す
。

　

家
電
製
品
や
車
を
購
入
す
る
前
に
は
金
額
や

性
能
を
い
ろ
い
ろ
比
較
す
る
の
に
、
お
金
を
借

り
る
段
に
な
る
と
金
利
を
比
較
し
な
い
、
こ
れ

で
は
あ
ま
り
に
無
防
備
で
す
。

キャッシング
その金利ヤバッ！！

借
り
た
お
金
の
金
利
を
知
ら
な
い
の
?

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
を
撤
廃

業
者
の
貸
し
過
ぎ
を
規
制

な
ぜ
、
低
い
金
利
を
利
用
し
な
い
の
？

な
ぜ
安
い
金
利
に
し
な
い
の
？

消
費
者
金
融(

サ
ラ
金
等)

の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
が
廃
止
さ
れ
た
と
は
い
え
、
利
息
制
限
法
の

上
限
20
％
が
依
然
高
金
利
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
返
せ
な
い
借
金
は
し
な

い
」
の
が
ベ
タ
ー
だ
と
し
て
も
、
い
つ
い
か
な
る
と
き
に
お
金
が
必
要
に
な
る
か
は
分
か
ら
な

い
も
の
。
そ
ん
な
と
き
の
判
断
基
準
が
金
利
で
す
。
ヤ
ミ
金
な
ど
論
外
で
す
。
各
金
融
機
関
で

も
金
利
は
違
い
ま
す
か
ら
、
借
リ
る
前
に
比
較
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

第2次気づきキャンペーン、対象組合員予測：74万人

一人あたり無担保無保証、
借入の残高がある
利用件数ごとの人数
        （万人）

第
二
次

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

合 計

3社以内の利用者総数と予測残高

   うち、延滞なし総数予測人員と予測残高

     うち、会員労働者数予測人員と予測残高

1件
2件
3件
4件
5件

508.3
239.8
154.4
106.3
117.7

1,126.4
199.1

120,031  
106.6

万人
万人
億円
万円

902万人・96,206億円

743万人・79,201億円

73.8万人・  7,870億円

人数

残高金額
1人あたり残高

うち延滞情報あり

全情連情報（2008年3月期）に基づく多重債務者構成予測

推定労働者数

506.7万人
（通常顧客）

922,000人
今はホワイト
（優良顧客）

198,000人
今はブラック

（多重債務者）

10年以上の取引者数（30％） ＊2006年5月発表値

総利用者数では338万人 ろうきん会員では33万6千人

第
二
次
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

第
一
次
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

消費者金融利用者1,127万人

  うち、労働者数615万人

   推定組織労働者数112万人

うち3ヶ月以上の
延滞者198,000人

労
金
間
接
構
成
員
予
測

ながの労福協 〈ライフサポートセンター〉 （2）2010 年 8 月 23 日 

気 づ き キ ャ ン ペ ー ン 特 集 号



　

①
チ
ラ
シ
の
作
成
・
配
付

　

②
労
福
協
新
聞
で
の
「
気
づ
き
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
特
集
号
」
の
発
行

　

③
県
労
福
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
特
集

　

④
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
家
計
見
直
し
診
断

シ
ー
ト
を
利
用
可
能
に
す
る
（
10
月

頃
よ
り
）

　

①
組
合
役
員
、
組
合
員
を
対
象
に
し
た

ク
レ
・
サ
ラ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

②
福
祉
事
業
団
体
・
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、
組
合
員
・

一
般
市
民
を
対
象
に
「
何
で
も
相
談

会
」
の
実
施

　

③
各
地
区
４
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
「
ロ
ー

ン
返
済
等
お
金
に

関
す
る
相
談
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
」
の

実
施

　

④
各
地
区
４
ブ
ロ
ッ

ク
単
位
で
組
合
員
・

一
般
市
民
を
対
象

に
講
演
会
の
開
催

（
そ
の
他
３
ブ
ロ
ッ
ク
は
現
在
検
討
中
で
す
）

・
日
程　

９
月
６
日（
月
）〜
10
日（
金
）

・
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　

※
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

・
地
区　

東
信
ブ
ロ
ッ
ク（
佐
久
・
上
小
）

・
日
程　

９
月
20
日（
月
・
祝
日
）

・
時
間　

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

・
会
場　

佐
久
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
講
師　

宇
都
宮　

健
児　

弁
護
士

　

※
組
合
役
員
と
し
て
も
、組
合
員
と

　
　

し
て
も
必
ず
役
に
立
つ
内
容
で
す
。

　
　

是
非
、ご
参
加
く
だ
さ
い
！

県
労
福
協
の
取
り
組
み

地
区
労
福
協
の
取
り
組
み

ながの労福協 〈ライフサポートセンター〉（3） 2010 年 8 月 23 日 
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これまでの取組経過

取組方針　消費者金融利用者の借換え運動＋多重債務者対策

低金利融資への
借換え改正貸金業法

施行にともなう
貸し渋り・
貸しはがし
等のPR

組合の啓発
活動強化に
寄与

過払い利息の
返還請求

労組と
組合員の絆の

強化

多重債務
予防

世話役活動
強化

生活改善

ご存知ですか!!金利の差・支払う利息の差!

「ろうきん」の取組
〈高金利からの借換え～第2次気づきキャンペーンの継続実施〉

　2006年12月に成立
した改正貸金業法の成

果を踏まえ、「借金の解
決は必ずできます。払いすぎた利息は取
り戻しましょう！」のスローガンのも
と、多重債務者救済を中心とした気づき
キャンペーンを展開してきました。

●現在継続的に取組んでいる多重債務

者救済運動「多重債務者自身の再生

とその家族の生活再建」について

は、引続き取組んで参ります。

●改正貸金業法完全施行を睨み、消費

者金融（サラ金）利用2～3社程度

で延滞履歴のない組合員（家族）を

対象に「高金利からの借換え、ろう

きん利用促進運動」を生活防衛の観

点から、県労福協・地区労福協を核

に会員労働組合と連携した一大運動

として展開して参ります。

2007年10月
からの取組

　従来の多重債務者救済運動を継続しつ
つ、2010年6月に完全実施がなされた改

正貸金業法の具体的な内容の理解をはじ
め、高金利からの借換え運動を展開してきました。借換え
の具体的な方針は、「消費者金融（サラ金）利用2～3社程
度で延滞履歴のない組合員（家族）を対象に、高金利から
の借換え」を県労福協と提携しながら展開してきました。

2007年4月
からの取組

気づき
キャンペーン

たとえば、車購入で100万円を借りて5年で返済するとします。
その際の金利による支払う利息の差は歴然です。

100万円を元利均等払い5年で返済する場合

消費者金融 18.000％

15.000％

8.150％※1

25,394円

23,789円

20,349円

1,523,640円
▲302,700円

▲206,400円

家計支援となります！

1,427,340円

1,220,940円

金　　利

※1　2010年7月現在

毎月の返済金 5年間の返済総額

サラ金等

労　　金

｝｝
18.00％では302,700円
15.00％でも206,400円なんと

気 づ き キ ャ ン ペ ー ン 特 集 号
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多重債務の解決には4つの解決法があります。

①任意整理 ②特定調停 ③個人再生手続き ④自己破産

そろそろ低い金利に借り換えてみませんか？
さあ、今日から消費者金融（サラ金等）に別れを告げて、生活が楽になる返済方法を検討してみましょう。あなたが相
談する勇気を持てば、きっと見つかるはずです。3社程度の利用であれば、低い金利の融資に借り換えして一本化する
ことで、借金完済に向けた計画が立てられます。そして「2度と消費者金融（サラ金等）からは借りない」という強い心
を持ってください。

まずは、労働組合・ろうきんの窓口に相談しましょう！
※消費者金融（サラ金等）にはクレジットのキャッシングも含みます。

借金の解決は必ずできます！

生活費と子供の教育ローンで消費者金融
を利用して借金がかさみました。

支払いが追いつかず、主人にもいえなくて悩んでいま
す。（35歳主婦）

実例❶

多重債務におちいると、毎月の返済と消費者金融（サラ金等）業者のことで頭がいっぱ
いになり、とても仕事どころではありません。でも周囲の協力とあなたの前向きな決
意があれば、借金の問題は必ず解決できます。

※どんな悩みでもお聞かせください。そして、悩みの数だけ解決策があることに気づいて下さい。そのためには、まずご連絡を。
　全国の労働組合・ろうきんがご相談をお待ちしています。

借金の問題や悩みはひとそれぞれです。でも、必ず解決策があるのです。

解決
事例

解決策：利息制限法で引直し計算をして
過払い発生。

借金は３分の１に。任意整理で３年の分
割で

解決。

妻が病気が原因で買い物依存になり半年間
でカード会社・サラ金から2200万円借財し

てしまった。自分名義のカードも使っている。病気の妻
にこれ以上の精神的な負担をかけさせたくない。どうし
たらいいのでしょうか（45歳男性）

実例❷

解決策：妻は自己破産を申請、主人は個
人再生手続き

を開始。組合の協力で解決間近。

車の事故補償がきっかけでしたが、親の
医療費等も重なりサラ金数社から借金。そ

の後、通信教材など3社から押し売りされ借金が700
万円に膨らんだ。返済に困ってヤミ金融から数万借り
たが、電話で執拗な督促が来ている。（36歳男性）

実例❸

解決策：利息制限法で引直し計算をした
ところ、サラ

金は過払いで借金が半分に減少。通信販
売は

特商法を活用して支払停止。最終残高2
50万

円を労金融資で解決。

①エステ契約50万円。②英会話教室40
万円はクレジット会社提携ローン。③ダ

イヤモンドをキャッチセールで事務所に連れて行かれ
80万円（サラ金提携）で無理矢理契約！合計170万円
の借金。親にばれて泣きたい気持ち！（21歳女性）

実例❹

解決策：①②は特定商取引法で中途解約
、③は消費者

契約法で取消、170万の業者契約を35
万で

解決、同時に提携ローン会社にも返却
で終

了。

以下の事例で、一つでもあれば、いますぐ労働組合・ろうきんに相談して下さい!

□消費者金融（サラ金等）を利用している

□クレジットカードのキャッシングを繰り返している

□保証人になって消費者金融（サラ金等）から支払いの請求がある

□「090金融」や「自宅に来たチラシ」で借金をしている

□1週間または10日に一度の支払いのある借金がある

□月々の返済が月収の半分を超える借金がある

□身に覚えのない請求がきて困っている

□家族（または自分）に借金返済の督促状がきている

□電話や集会場などで強引に商品を勧誘されて困っている

□友人・知人から、お金を借りている。またはお金を貸している。

check!

気 づ き キ ャ ン ペ ー ン 特 集 号
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収
入
に
見
合
っ
た
生
活
を
す
る
、
そ
れ
が
基
本

で
す
。
特
に
雇
用
が
不
安
定
な
今
の
社
会
で
は

な
お
さ
ら
で
す
。
今
の
家
計
を
見
直
し
て
無
理
と

無
駄
を
省
き
、
そ
の
上
で
将
来
に
備
え
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
す
。
将
来
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え

る
と
貯
蓄
や
保
険
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
て
く
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
車
の
購
入
、
結
婚
、
住
宅
購

入
、
子
ど
も
の
誕
生
、
教
育
費
、
親
の
介
護
な
ど

人
生
の
節
目
に
は
必
ず
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
今

の
家
計
を
見
直
し
た
後
は
何
歳
頃
に
い
く
ら
必

要
か
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
お
金
の
問
題
だ
け
で
な
く
現
代
は
食

の
安
全
、
モ
ノ
の
安
全
、
環
境
問
題
な
ど
い
く
つ

も
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
流
行
や
宣
伝
に
ま
ど
わ

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
あ
ふ
れ
る
情
報
の
中
か
ら
本

当
に
自
分
に
役
立
つ
、
価
値
あ
る
情
報
を
見
分

け
る
力
が
問
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
選
択
が
や
が

て
日
々
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
変
え
て
い
く
で
し
ょ

う
。
自
己
の
消
費
活
動
に
責
任
を
持
つ
こ
と
が
、

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
第
１
歩
な
の
で
す
。

家
計
見
直
し「
診
断
シ
ー
ト
」を
使
っ
て
み
ま
し
ょ
う

一
つ
ひ
と
つ
家
計
を
見
直
す
こ
と
で
、暮
ら
し
の
基
本
が
見
え
て
き
ま
す
！

家
計
見
直
し
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト
１
　

こ
ま
め
に
話
し
合
う

一
人
ひ
と
り
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め

に
、
家
族
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
２
　

無
理
な
計
画
は
立
て
な
い

突
然
の
支
出
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
ゆ
と

り
あ
る
計
画
を
た
て
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
３
　

小
さ
な
１
歩
が
大
切

小
さ
な
無
駄
を
一
つ
ひ
と
つ
減
ら
し
て
い

く
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

マイナス
の場合

プラス
の場合

今すぐ見直し実践！

衣

食

暮
ら
し

育

雑

貯
・
保

借

他

〈例〉－5,000円 〈例〉洋服の購入は、リサイクルショップを利用。

〈例〉外食回数を減らす。

〈例〉携帯電話の料金プランを見直す。

〈例〉ピアノ教室は継続。

〈例〉各種、サービスデーを活用。

〈例〉保証の見直しを行う。

〈例〉低金利のローンに借り換える。

見直し目標額 見直し実践項目

見直し目標額の合計

－ 円

－
円

〈例〉－3,000円

－
円

〈例〉－2,000円

－
円

〈例〉0円

－
円

〈例〉－5,000円

－
円

〈例〉－3,000円

－
円

〈例〉－4,000円

－
円

－
円

将来に備えましょう！
ろうきんの「エース預金」や「財形預金」
で、計画的に積み立てましょう。
そして、今後も定期
的に家計を見直し、
無駄な支出がない
かチェックしてい
きましょう。

家
計
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
現
在

の
収
入
と
支
出
を
正
し
く
把
握
す
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
暮
ら
し
の
中
の

無
駄
を
減
ら
し
、
収
入
と
支
出
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
な
が
ら
将
来
へ
向
け
て
無

理
の
な
い
プ
ラ
ン
を
立
て
る
こ
と
が
大

事
で
す
。
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Check

❶

家計見直し[診断シート]

あなたの月収 ※税金や社会保険料を除いた金額を記入してください。

Check

❷
毎月の支出 ※1ヶ月の支出を項目別に記入してください。

月
　

収

本人

家族

衣

食

育

被服費

食費

電気料金

ガス料金

水道料金

電話料金

携帯電話料金

新聞代

交通費

ガソリン代

日常用品費

医療費

教育費

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

暮
ら
し

項　　目 支出額

娯楽費

交際費

預金・積立金

（生命・医療）保険・共済

（損害）保険・共済

住宅ローン

車・教育のローン

クレジット

カードローン

その他

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

雑

貯
・
保

借

他

項　　目 支出額

収入合計円

円 円
A

Check

❸
毎月以外の支出 ※毎月支出する以外のものを記入してください。

毎月の
支出計 円

B

税金

保険・共済

車検・点検費用

税金

年払火災保険・共済

□Ⅰ ボーナスでまかないます
□Ⅱ 全額を毎月の収入でまかないます
□Ⅲ 一部を毎月の収支でまかないます

円

円

円

円

円

車輛関係費

住宅関係費

ボーナス返済金

その他

円

円

ローン関係費

その他

毎月以外の
支出計

お支払い
方法は？ 円

C

B C
毎月の
支出合計 円

円

D

D

毎月以外の
支出計 円

Ⅰの場合は記入の必要はありません。Ⅱの場合は毎月以外の支出計÷12を、Ⅲの
場合は毎月の支出でまかなわない金額÷12の金額を　欄に記入してください。C

＋ ＝

－ ＝毎月の家計はA

さっそく、
診断して
みましょう！
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